
	会議経過および会議結果

	（委員）

　　「おでかけマップたかまつ」という，一部定住自立圏も含んだ東讃地域の交通マップを作成している。例えば，久留米では，定住自立圏がタイトルに入った交通マップを作成しているものがあった。本圏域でも，同様に利用できればよい。

（委員）

　　交通マップの話にもあったが，定住自立圏構想で行っている事業を，どんどんタイトルに書き込むことで，連携市町が連想できるような広報を行うとよい。

（委員）
　　圏域内の経済力を高めるためには，地産地消も基盤になってくる。小豆島のオリーブ等，圏域内で情報交換をし，学校給食に取り入れていってはどうか。
　　豊島を始めとした環境教育も，定住自立圏の取組として今後考えられる。

（会長）

　　公共交通機関の利用促進がうまくいっていないのではないか。例えば，健康なまちづくりのために公共交通を生かす，そのために安心して歩ける環境整備を行う，という一石二鳥，三鳥の考え方もある。

（委員）

　　先日の片山元総務大臣の定住自立圏講演会でも提案があったが，公共交通機関の利用促進は，不便でもまず利用していくことから始まる。何曜日は公共交通機関を使う，また，学校の遠足で公共交通機関を利用する等，行政が進めていくことが重要である。

（委員）

　　公共交通機関の利用促進を進める立場の者がマイカーを利用していたのでは，促進が進まない。また，学校給食の地産地消の片山教授の話も取組として重要である。
（会長）

　　例えば，交通事故の死亡者には高齢者が多いが，高齢者に交通マナーを注意するだけではなく，孫の世代に交通教室を行い，高齢者とともにマナーを考える機会にする等，違う分野に見えることも，相乗効果を生むことも多い。
（委員）

　　９月議会で公共交通利用促進条例の制定を目指しており，公共交通の利用促進についても進んできている。

（会長）

　　公共交通で言うと，高松空港のリムジンバスについて，空港からの停留所の必要性，また琴電との連携も，利用者本位で考えていくべきである。
（委員）
　　公共交通が発達しているほど，住民の幸福度は高くなるというデータもあり，その３つの指標が電車，バス，歩行可能な範囲の充実である。

　　広報については，情報発信していくことは重要だが，情報を一方的に発信するより，市民と共同して発信出来るような，共感が生まれるようなやり方を考えるのもよい。
（委員）
　　環境教育において，豊島の施設を活用していくことを，中心市である高松市がリードしていけるかどうかが，定住自立圏の要となるのではないか。

（委員）

　　中心市として考えると，なかなか住民にメリットを説明できにくいが，定住自立圏に興味を持ってもらおうとする努力と，連携市町のニーズをとらえるという，二つの違った面から今後の取組を考えていくことが重要である。

　　また，公共交通機関と，ため池や文化財等の地域資源をつなげて考えていくことで，弱みを強みに変えていける連携を進めていくべきである。

（会長）

　　中心市としての広報のあり方，また連携市町にどのようなメリットを示せるか，対象地域の地域特性を見直し，利用していく必要がある。
　　では，議題２の説明を事務局にお願いしたい。

【共生ビジョンの記載内容（地域資源）の見直しについて事務局から説明】

（会長）
　　都市機能，地域資源の項目分けに消費等の名称はあまりないのではないか。行政的，経済的，文化的な機能をどう記載していくか，並列的に並べていいものかは疑問である。委員の皆さんの意見はどうか。
（委員）

　　定住自立圏共生ビジョンとしての都市機能，地域資源として考えるならば，この仕分け方でよいと考えられる。ただし，県との関係性は網羅していく必要があるのではないか。

（委員）

　　例えば，放送の項目をみると，ラジオ，新聞，ケーブルTV,雑誌社等もあるのではないか。また，四国村のような民間の施設も網羅していただきたい。経済産業省の地域資源の分類も参考になるのではないか。

（委員）

　　地域資源を見直す時，住んでいる人だけではなく，外部の人の視点をいれることも大切である。

（委員）

　　希少糖は記載内容としてはどうか。共生ビジョンの「目指すべき圏域」を広報する時にキャッチフレーズとして，わかりやすく示していくとよい。
（会長）

　　視覚に訴えていく広報は重要である。
　では，議題３の説明を事務局にお願いしたい。

【共生ビジョンに掲げる取組の進行管理方法について事務局から説明】

（会長）
　　事業ごとに評価をするのではなく，全体を大きく５項目から７項目に括り，評価基準を統一しておくべきである。効率性と公平性をどう評価していくべきかが問題である。

（委員）

　　事業がそれぞれの連携市町で有効，かつ効果が上がっているかも検証しなければならない。また，実績は一覧として出ているのであるから，個別ごとにその実績がこれから伸びるのか，限度なのか等を，数値化出来ればすればよいし，できなければ，S～Dというように評価すればよいと思う。PDCAのサイクルほどでなくていいのではないか。費用対効果が高くなくても，必要な事業はやっていかなくてはならないと考える。
（会長）

　　個別事業ごとに評価をすると，収拾がつかなくなるのではないか。
（委員）

　　複数の組織が動いているので，ものさしの種類と目盛を決めておかな

ければならない。

（委員）

　　評価のポイントはいいと思う。数値化できないものもあるので，指標を工夫する必要がある。

　　環境対策事業等はどの市町でも取組内容が同じと考えられる。色々な分野でも同様な取組を考えられると思うので，効率性の評価も重要である。
（委員）
　　成果目標等を立てる時は，連携市町と意見交換を行うべきである。

（会長）

　　懇談会の意見を参考に，事務局で整理して進行管理を行ってほしい。

　　最後に議題４の説明を事務局にお願いしたい。

【今後のスケジュールについて事務局から説明】

（会長）
  　ありがとうございました。本日はこれで終了する。
























会　議　記　録


次のとおり会議記録を公表します。
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会議経過および会議結果�
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会議の概要は，次のとおり。





（会長）


　　議題（１）の瀬戸・高松広域定住自立圏における具体的取組の拡充について，事務局から説明をお願いする。





【瀬戸・高松広域定住自立圏における具体的取組の拡充について事務局から説明】





（会長）


議題（１）について，事務局から説明があったが，質問・意見があればお願いしたい。





（委員）


　　取組の進捗状況については，少しずつであるが結果が出ている。広報については，高齢者を考慮し，回覧板の利用は考えられないか。また，まちおこしリーダーは，各コミュニティのリーダー等身近な人を推薦し，研修を行っていくことで，事業が広がっていくと考える。





（会長）


　　地域の再生のためには，マネジメント能力も含めた住民の能力を高めること，地域が自ら立ち上がり，誇りを持つことが重要である。また，対象地域の特性を把握し，郷土愛の熱量・力量を向上させることが重要である。瀬戸内海国立公園の８０周年とどう関わっていくかも相乗効果になるだろう。
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